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契約にかかわる変数はエージェントに関する 1 変数であるが、本論文では 2 変数にその分析の枠組みを拡張して、従
来の垂直統合モデ、ルでは扱いづらい日本の小売業の特殊な商慣行を分析している。


































(2)階層構造に基づく意思決定法 AHP に包絡分析法 DEA を組み込んだ新しい評価手法を提案し、その妥当性を示し
た。 AHP は要因の関係を考慮しながら意思決定問題を階層化することで問題の構造をシンプルにし、一対比較する
ことで、複雑な問題を分析する手法であるが、一対比較の対象数が多くなると、一対比較の計算回数が対象の数に比
例して増加するという欠点がある。また、ここの対象の特徴が専門的である場合は、一人の意思決定者による判断(一
対比較)では、妥当な結果が得られないことも考えられる。提案したモデルはこの欠点を解決することにより、従来
の AHP に比してその適用範囲を拡張した。例えば、一対比較の計算量が増加する場合や専門性が求められる場合問
題を DEA による相対的解析で説明することにより、意思決定問題を簡潔に扱うことが可能となる。
(3)商品の普及戦略の立案では、単に商品の品質だけでなく消費者が発信する情報に代表される外部的要因を考慮し
た製品の相対的評価が重要視されている。製品の価値が外部性に影響を受けると仮定して、従来の分析方法の多くが
市場にネットワーク外部性が存在するかどうかに焦点を当てていたが、本論文で提案した分析の枠組みでは、市場で
の外部性の存在の判断に加え、個々の製品(分析対象)が市場の特性を踏まえた商品戦略を採用すべきかについての
考察も可能となる。
以上のように本論文は，従来の数理的評価手法では取り扱いが難しい状況下での意思決定問題への適用可能性を示
唆しており、応用物理学、特に数理情報工学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価
{直あるものとして認める。
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